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猫好き、アート好き、藤田嗣治ファンのみなさま必見！ 

超絶繊細な藤田嗣治の猫が大集合！永久保存版の猫本 

書籍『藤田嗣治 安東コレクションより 猫の本』 

（軽井沢安東美術館編）が、世界文化社から 6 月 30 日発売 

猫コレクションまるごと大集合。 

カワイイ！がとまらない 
新収蔵品も含め安東コレクション全ての「猫」を掲載 

猫好き注目！超絶繊細な藤田嗣治の猫、大集合 

《コラム》も充実。佐藤幸宏、林 洋子、室井滋 



『藤田嗣治 安東コレクションより 猫の本』 

軽井沢安東美術館・編 

出版社 世界文化社 

発売日 6 月 30 日 

定価 2,600 円（税別価格） 

寸法 24 x 18.2 x 1.2 cm 

言語 日本語 

単行本 144 ページ 

ISBN-10 4418232125 

ISBN-13 978-4418232123 

 

 

世界で初めて「藤田嗣治の作品だけを展示する個人美術館」として、昨年 10 月に開館した

軽井沢安東美術館。現在、約 200 点ものコレクションを持つ当館の、蒐集の原点となった

のは、“猫の絵”でした。 

 

愛すべき猫たちのふとした仕草を、巧みにそして緻密に描き出した藤田嗣治。 

毛並みの一本一本まで繊細に線をひいた藤田の猫たちに出会えば、目も心も幸せに。 

新収蔵作品まであますところなく収載した本書で至福のひと時を――。 

猫好き、アート好きのみなさま、必見です！  

 

本書の内容 

●はじめに 

すべてはこの一枚から始まった 

●巻頭企画 

ニューヨークで誕生した 

名作《猫の教室》 

●第１章 猫 

安東コレクションの原点であり、核心でもある「猫」たち。美術館オープン後に新たに収蔵

された作品も含め紹介。 

●第２章 少女と猫 

１９５０年代以降に描かれた「猫を抱いた少女」の絵もまた安東コレクションの大きな特色。

蒐集作品をすべて収載して解説。 

●藤田クロニクル 

藤田の生涯の歩みと、激動の時代の動きを俯瞰、藤田の動きの「なぜ？」がわかる。 

●人間藤田の心のうち 

極めて人間臭い画家だった藤田。折々に垣間見せた〝昂揚〟や〝いらだち〟〝決意〟とい



った感情を、彼の言葉から知る。 

●失意からの解放、希望へのフライト 

片道切符で羽田から旅立った１９４９年の旅立ちを、写真と藤田の言葉で綴る。 

●おわりに 

我が最愛の「赤い部屋」へ 

 

《コラム執筆》 

佐藤幸宏、林 洋子、室井滋 

 

編著者について 

軽井沢安東美術館 

日本のみならず世界でも初めての藤田嗣治の作品だけを展示する個人美術館。美術館には

コレクター安東泰志の「眼」を通して蒐められた藤田作品が約 200 点、収蔵されている。そ

の展示室は“ 安東邸を再現する”というコンセプトのもとに構成。蒐集の出発点となった「猫」

と「少女」の絵を中心に、初期のものから晩年の宗教画まで、広範に藤田作品を網羅し展示

するかつてない美術館である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢安東美術館にて、 

企画展「藤田嗣治 猫と少女の部屋」開催中！ 

開催期間：2023 年 3 月 3 日（金）～9 月 12 日（火） 

 

現在、軽井沢安東美術館では、企画展「藤田嗣治 

猫と少女の部屋」を 2023 年 9 月 12 日(火)まで

開催中です。本書で紹介される多くの作品も直接

会場でご覧いただけます。ぜひ皆様のご来館お待

ちしております。 

 

詳細は、こちらからご覧ください。 

https://www.artpr.jp/musee-ando/fillettes-et-

chats 

 

『家庭画報』2023 年 8 月号（７月１日発売）の軽井沢特集にて、 

オーナー夫妻と軽井沢安東美術館が登場いたします。 

家庭画報 ８月号（７月１日発売） 出版社：世界文化社 紙版：1,650 円(税込) 

ぜひ合わせてご紹介いただけますと幸いです。 

軽井沢安東美術館 展示室 （中央）《猫の教室》（1949 油彩、

キャンバス）（左）《パリの屋根の前の少女と猫》（1955 油彩、

キャンバス）（右）《正面を向く猫》（1930 油彩、キャンバス） 

https://www.artpr.jp/musee-ando/fillettes-et-chats
https://www.artpr.jp/musee-ando/fillettes-et-chats

